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服当リ10 00疝戈/。’

2、にパシャモン淺槌と過蠣暧石网涌を併用区区 ・

;’にfてこズヤン▽、シの生畏心朝做歟<以僞、芳しく”ダ 

施M彳年彦｝二稣涧3 〇 8「础旃翊咬極し、檢阔囲を軌哪しん

.3.ヒメヤシャスシ混植と顆菜伏を湖nだ区 ・

’財Iさヒメヤシ"シ瀏お同府こ、也の・餓取止・阁肪止、有瀬^ 

矜、崔章の繁茂の疹止晉芝だ瀕刹杼行つ・

4.福！恐豆 » ヽ ・ •

硼徂土で昔・し < 衆性网柵瞬畑新得ようUで、長さ5 〇 Cれ通 

在7 70 C方の杭之!だ当り初6材T込<巳昭和12年に就した.

,5・筑舞伏愁区 、 _ •

態の钢"の中代あ6 〇〜703、深渣ocnimを掘り•林勒彳 

スミツーシ、:7シ切スプ、,ユナラ等の赫及、ナブス枷卜のス、帰をノ州剛ス 

奇・•罚当リ;2、000爲埋派、宙土/泓て・衣1OC臓に屋リ上客 

澎饌L乙 綺和13年、昭和X 8年施行の2ケ济である,

hi•調查あ镣

A・生後量の測定

E5枷玲dTWl%・瘫方淘B*g幹



2 〇弓

/•…だこ方)、ヒノキは瞬い3卑忒盼酬;W)平)躡高％裨儿I、燉翱讷、狼您亍地;忒I

謨・"比钛楡れた,尚B浦2 3辱1i月涂卒木キ選定Lて相间福をしん 裕高生長の比較L 88
' - ,・・ ％

壬13号パ近9 (本、堡和1辟我匝•10 0ホにつき蜒したところヒノキ芥財マワ第三-

表の加«スあった。

第二表 ・、、・;..:、 ^ ^ *

如・丄 ヒノキ、密糸生長••曲線
一 I • ^

J°° - .

X：^7
均

折を

穿三示

マッm裔を&函源
—粗柔伏、混临’弁用ーー,’統打、込

測定給局によれUヒノキ•ロ曳・施松每挹厅必海長の約6槍の生衣を3毒碗f比。この生表)誕の 

ホ观は懸勿的日槌翌年£リ冶、激に善Eせ长£宗［一,マソは闸洲解にW推定し伊たば 

、黑寸よ・く生長いでのI碰打込巨W魚葩行鳩!展較:;哭施後の5ヶ年は4. 6倍に律した。施 

行如】比較寸札ぽ‘5.5借に迷1T配・’软:沃混构ZEWM辿二眼れて:?、G舟觞リ、讒義 

・物引魏闭淀樞区で(興行磐に徳14、〔5倍"5つそ。,昆植区】榻蹄ビど大楚ない。オ雄’ 

生間醐iは 第网表及第Mの蝴りであろ。 ’ -

第由泉
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枚讀建 K 表’

—— 扶泡龄•13年)

表

抗打典

— 通焼讃万沃加用 J

--------- 混艘土,流打誠標準

我損我展

租秘、渤酬用

" <孽 .

ーハ課滋_

我瓦 斜高生长关匕’ノキ枝蔑侦、巫区に話いて。桥後:へ4绅よ鎚に著しい生長N示し齢煤 

へる。マッの5漁眺で・混損・独て、ほ、生長禮進I個曜彻んど、効果ぼ諏)！^"'っえ。これ 

(孕・蹒剖物弛)腸題刹大等の嫌作下混福した遣林和林の育成をま蔥すること・瀏理•である。

1丽逐滴し愣蜥祸木の生長は第六表に示す.棣に混糖のみでは芳L<史、。

窺六俵 ^,.- .,

':昆植シタ造林補助丿拄長狀、 態(日目和2 3年］［月)

1 、ヽ・ 混,械区
■>
鶴淑加里区 粗果金大区

［臨扌窘適後C/m) / 40 / 7〇 ・ 200

.



J技 W卜丰氏It香〃県下・’老いて匕メヤシマフ、、シ混植勿秘燐蜥^1本当10初H良:好 

果縮たと報告宣ゐる。 ^

B- ±<調查

奴の改醐位やの理化学的颇伝ぼす瓣滴簸討y蜒方法は大政乏本面 

愈渚L褚i壊調査方繇亠他つゼこれは主として帽蜒に飛锵い5 zれ兩 

亂 俸的性質の-^も検凱た。

•旬、土灿面の比較・

泓氏にょ從ばアカマ、：W壤は一般I察嶼の隹成X,盤制堰涎B灰の缺乏曇 

・って土墉揮剛し・南水に"'冼跡用物聞?聚宪化し聲のと恩なれると融してゐる ’ 

。ハ:厕林一布はクロマ、ソ婚く峰れて臆况夭閥瀨職のアカマッW入り込矿夫! 

及纟切嵌掀g瓦この上壤はアカマツ秘郷に柵、した上齢殆ん炯一件らう 

.。又C圏檢Q砌aてゐるので、この也幽は顯け刀マッ、如マッ枷•し膏硒の 
2皿だ希褚•ん。芝木氏の大略!験内アカマッ枷?韻瞳醐蔓れは;アカマッ林内 

の秫羊歯瞰?齣する腺倾の上堤初,各腿2.を通じて瓠土の猴擾め•て庭晅う 

施物眦壞になる［去ふ。アカマツ獻林車席椒理瞄腿ル-Qgy 初y . 

・粗阍跡潮し砌碱い。酬湘此よればアガマツ・クロマツは恐物Hる舫 

或は枷凱価煥する地性5、脂のあるときはAo増初を保持す夕けれと％觞統く 

呉は空中の聞时いをめ扬鉱％す切この琳と/和A02層価に蹩を呈して 

矚し:再欣を探す・聞・ヽA。/潮痴楸璀し。"相磁す瓦E故 

薩図のあるとき«、水分をF眉に導くこ濒出来ず、從って為撷は壤申に混顷ゝ。即ちその

做土壤她はル 的るにこの土壤SF挽礙主"殆んど全く镇し" 

。‘只僅か"。層典下に翩で薄いものを賦り脱にすぎず:土屈は所歛土氣占め 

うれてゐる稱してゐる。アカマックロマ、ソ枷J如この祝腐椒瀨漬せる湯令で％土盛中 

ヘグ項瑚の"］时・て恶く彌のw排にm從分そこで睛地力の懒は困雉であり 

、この憲爾、弓落秘荣樹の嚇により落"切能偶進させ、所謂勿の土涙 

を通し'で咬すゑ淨が理想的""土瞼nsの撮はiJ寂の蜘湖鍬價化を現母し、土壤

海狀態心g>影響を相当受け时心はれ如忽興鴻前面の倾は,］ふ 

賦・、」g奧啲るので3漩灶砌M設定勇切晌遗薄皿 

1.咨層の推柵態 ^

•辭地琰同通泓第誣、喩如邇土)枷ん麟:出の狀態で、翻の临地宅 

就・して切做、味飢でゐる。渺直下に做、］CWWM、驛が諷れれる北が时 

鄭でぬく貞々国Uてゐる獭である。岫W、如蛛して最吊改良・えど恩、はれ角 

区疫は抵猷と痈を併用しぜgこの断面は舔fが2ヽ5CW位靴しん、卞パ 

觇"H如約2C7H生成されて居り、a「B層所3じ加で拋。次I娘好事吠熨术し 

.8は湘g杆層2卯’膈M阪あるはH如形成されて"瀚昵硼5 

腆鼬区布MA、すぎず聞皿蜓脉舰で网 

A/瞞嚇達L6C?nである.、区域朝こ亘っては補咻ZWを・受け稻g局疯に 

’珊碳、造林木の"捕:執糜/ゐる状他の部和A、B層力V"浴tし幽廣" 

る。F,H、A助撕礙したのは粗"W柵斑％之に次い仙如渤恥,翘 

燐組魅麻爛区的做木の生初芳しく"の橄畝札でゐ硏也、れ彫録必を 

插讎施耽たgその効"皺で翌ワ畠のと恩はれ们こかの肥机砺お冋瞬こ 

施すべき祐"。ヒノキ瞇｛秘eは、A層喚々麴tし花刀嚥嘲讷と母公い。然、し伏込 

個所倡一亦、貪好S'廠狀怨を会してゐる。

ヽ2、色の翊唯 , .

同一の也」り知した主壌の色翊懶の般によって大な、る影響を度ける。後.つでそれ暦, 

翩也の改艮に於いてその度合を推衆するー一因子どな、る。•筆者等の土壞色岫ば土壤雌色缶枷’ 

忍枷也福会编)に則って行は札た。その結果が双ば、斜改度された匕軌れる梢称遥 

插併用区削招層の境界;〇明験で瀚験色しマゐるな、魚施而Zではそ膈,痂が房瓦混桶 

及週廠6灰施用混搪反では仙の色は瀾几ヒノキ技剥犬姓では色0疫化は殆んど•醐,られ

又土壌の色は林ホが善し<住丧して机急速にけ鹿化しない」 ^ /

3.根系の狀熊

仲)分布に虹・で、マソは無秘亍地の楓心A勵、澈どケEめに6へ3 0 5の隘砌



に自奚イ・一;： 3し細浪は小な、い。終し土壞改良の進んだ北恩は初る仙所で、は 絢根はA層に免ん 

Z分布し、:力！には支湖臥'多い 匕ノキWMX込物の層しこ細根か、非常に多く、珊わ13年伏込 

巨で階その乾30%遍根で占め15れ、それは嚐しく宪窿してゐセ。マツの細!根!の’勿布は土塩の 

色匕阕係が深い,卽う物浬、化学的性境Y殷!貝、関係がある。

4、其の他 、
苗损の発商伏悲ぼ非常C劉丄こ昨は立地・及宿主植物の営養狀態、等の喪牌心あはれる。•これに 

；・比較して、土池改良操作を行っえところで蜂の朝巧、梱木门正报％多かつな。上環辎は燧

行あと大茬甘く共に単触朧で肩る&坚欧胡敵あ行池に比歟L TWIbLTきた溯戚熠E

,・この補の供而の土她改良は林叔Z)威長か湖大してもi^Wsn:は著しし病徴が、表は肚て来ない。 

し、物理i普的性債
,ゝ•1、土壤水分の代駐 Z ^

採集時水分に就で常法［より拣土筒を復用し「域湍伏惑に於ける水分を比較しだ。盼故)履に 

±twの增湖:r降たt、蒸発匿め器kkき.<依国-る。從ってそれは琳ホの狀態、:u&及拼 

形方住等によフて狡化する。表唇土激に就いて測哭lそ粕果は、搠斑区では勵&彳洗卵、2 
%にナ寸し4r 6%、預釆肉遍区で賦凝行邺5邓％(こ迥提&、3%であつ知

• 2• 土環酸土
土谑磁土に就ては尊貌式PHメーターぽ§り景旌.した.炭 その挤谡は第七Wに示裁虬である

〇

)
・ ・
彦七表 十

V

’壞•酸废 測定 表

•樹 務・
’、

試験方法
.< ヽ-
'測定価 範囲 FH

蟲
F.. . 嬢、7 〇 f 以、G 5 么顶イ

糖 ・

J

,4 ' < .
イ犬込区’(囲［8 ) 々、2 ク〜

■ ^
心6 ノ

•,ヽ ・.・ ・; ' ー ノ
’灰00 •

標 準 地 占・" -"矣 ・ 〃、E•
• •・松‘’ 3為後而灰 

あ用湿擴区 ”いごへ• 〃•0 E •々0-2
_______ ____ _

レ t \
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酸雄臨く林の生長に3大きな影響%•与へてゐると恩はれ切 話谱物は筑ん,ビ生芳5% 

夫々の上地改貪謝物せ裝飙(こ及は片影響J号の淑んぢゴい〇

5.垒窒就灼恕噂
金堂貪及灼熱淀宪童に就ては.夫〃化学湖によつで則定した。麟跛加里に就てI坂の存E 

川極めて微曼甘の龚腿出tな、かっえ;で伽諜は第八表の逆)である。

至零荥の魂は樹木の生我•心金一喚句物リ、縮柔肉毘遍延' 祯爐眺庆施用混疝!、珞瑾区 

の頫序で淫植星用は無旋行幽匕囲じで由づた。

4. 土險姓物の狀^

第ハ、表.

、各試験犯ノ全/窒素及灼熱損失竇粉為表

髄釆伏及 
混 楂 £ に鈴～を、Gも

____________ J1
ダ、仃:3'F

抗 打’迥 〃、い～牛6 0 «5 S

•
混・ 捕 迎 心〜堂、8 4 75

～ ——二一'' _T

・、ヽ・ 窒 秉(ら)
・・ー5——L ・ー.・ —・•KLC •-

’灼热塡类〔％
■ !

ヽ 粗柔イ大、 温挝E
•.

0. 2 2 。 / 2. 〇

矯缺施用混捕匠
^

0,"
, X

_ ■ • -
Z・ 〃づ- •,

!松
-f 料打込区 〇,/?

• 
ク、# / ■.

气

i 混 桶 廷
( 〇・ 〇 6 衣ア\

源牵区・
0. 0 6

L 槽

J
摞 準’！z i

1
0. / 7

• • ■-
旗ク〇

t
伏廷区<6318#； j 〇、U $ 1 え。占



:弘/韻飾地就7 う微生物の壕彫)狀態、墉に咎枷戚良塀知丽鼠糸狀菌の教｝功3何に、 

影攣するか1こ就マ楠寸しろ。微・生物の分離ロ昭初2 3年11月無函的I滸阪L ,設備の関係で資 

科g待ち帰り当支場宾験室で行つ・資料は表唐土環(A・丽)を用ひ也分離が^は诰卷法 

を殉む培把は•冷H十當浊g当』勉 窟天さ商ひふ 尚 の知九""ッm也培養日教の闵侪、で刪定 

定釆勺かつち 培•養日散は3日とLた,•湖定の結果はあ九液の通りである。 ,
•. ; * ■ ■ . • : 、 V .t ・

第丸表 ・' ^

治試験地彼生物底減［狀況

徴生的のコ臼ニー敖は一般に瞬飛に比鞭し2へ3偕勵此アゐ&最归勖口貝の)就躱伏混 

朽併用这ー凍切哄之に次ぎ.混植及渤藏诚施用混!如:は涕n大差5、い。"

V-悉廉砌耕舌 ・.

・举ヲノ0。トシテノ他狂トノ微生物叛ノ斜湫 (/牙广ノ上垠ド)

1

糸田

•菌

1
1

肉汁・培地 0伊•。泓廛天試驗地名

樑 準 四

哲油培地

ざ・〇. 〇 〇 〇
'/ 0 〇

/0d 〇, 〇 〇 〇.
/ £> 〇

テつノ、 〇 C 0
• / 0 0

混 積 地 / 2 0 0 ゝ 0 〇 & ' 
人"

X ・〇、• 〇 〇 0
7/

/S' a 〇: ・ク〃 j
• / /2 j

過燐後石X .
・施用潟権区

す,0ゝ36 0
7 /

がい(｝ 〇 〇
73

$8 〇、〇〇〇
；r

栢呆イ大及
混 摧 区

2壽〇・久•、〇〇〇 
く/・々

_2ク 、广久〇〇〇
4 〇/

n S七 外 〇〇〇
〃 /3

読打込豆
/ よぐ。• (/ ° 〇

47
J-］け・00 0

ぶ公

/3 S'〇, o q <>

'. / Z /P

•斧、, 

狀

榜、 拳 地
,5?"ズ・〇 C 〇

/ 0 1
ふ 〇 •、〇ク。

/ & 0
3 0 久 〇 〇

7 〇 6

俱 極 区,
/ 〇 &〇•、〇 〇 0 &。 〇、〇 •〇

/Q
アク、0.0

.
過塲酸七な 
旋用塊植.区

ー須財、〇 0 0
ルを

.
J 〇 〇、• G C

/ 〇 0
3’" ク・〇〇〇

. •ン0ク

歯

J___ _

粗衆伏及 
混 オぎ 区

q Q Q、〇 ク 0 : 
怎・。

ゝ C/Jr, D00
/ 7 /

P・疚ク•。 O。
J? / /

航打込
/ 3. 〇〇〇

ヾW!
よ"、0.0

_ J__：ー ノ、・
Sレク、。 a D 

/ £ &

1 、 八曽厥林(:於て美弛した荘栋砌淄艳改良說駿で、最Z適业思［J札宣(餓:法はマ、'.• 

に就"?け粕采伏混植併用であった。この採な立地ではネ清曲・林0みでは稀贩初生長若L くな 

くぞの効果I建める、い。彼つアそこで"での生長を诲芝せ・お匹置白w博でああ匸ノキru 

てI船渡葉伏込の効果は3〜4年後よI)南下す3«これg亦福欧隨林等の操作她^建"?ある.

2. 土癒膾によるとこの種の改良操作は 球中の有機物、微生物を増加した.又根鮮の羯! 

窈睫した。然しこれを初0-切恐土壊匚することI梅雄であり其た播期％照する。

3. 耕耘法の一方法として行フた;抗む込法も•主林木の生長を揩大きせる吳やぼ良夏を得を死

士兆攻良の見她かうすれば、土壌動丁依然た如・又gレ3 -切4で地力の擒卦よ者へ弓れ 

<、い。. •

Qこの循の主地改良法で最z垩mしいのは土堰型を勿をー孩l にするこそマある,の 

をめには落葉玄照处視疗就虱、。卽う捕助造林・って積抽的に補知木ん踊、す5 一方・ 

浸入して来るあ策樹Z保誤育成し、将来主林木の障記なったヒきには.經灯 隊栈容を行” 

之を粗朶伏に孙网すべ、さである。

坎上
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